
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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● もう一つの奇跡が清教徒たちにもたらさ

れたのです。辛うじて彼らが生き残り彼らの

人口が半分になった時、インデアンの一撃は

簡単に彼らを全滅させてしまうことができた

のでした。しかし、ここでも神は彼らの盾とな

りました。…インデアンは、移住者を歓迎しま

した。…最初の春が過ぎて、彼らは整地し種を

蒔き耕し、実りを刈り入れました。そしてすべ

ての収穫を神の前に捧げました。感謝祭とい

う美しい伝統はこうして始まったのです。次

に厳しい冬に引き続いて彼らが最初に建てた

のが教会でした。彼らが最初につくった道は

教会への道でした。明け方に、朝に、昼に、彼ら

は神に祈ったのです。 

 

● 彼らは、このキリスト教国家が地球上のど

の国より世界のために良いことをなすだろう

という未来の展望をもっていたのです。私は

教会の次に学校を建てただろうということを

確信しています。彼らは子供たちにかつての

世界にあったどの学校より良い学校を望んで

いました。彼らの住む家は最後に彼らの家を

建ててからそれを神に捧げたのです。これ

が、私が知るアメリカにやって来た清教徒団

の歴史です。  アージュ！ 
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建国精神の相続 
 

 

 

● 「一九七一年、神様が私にアメリカに行き

なさいとおっしゃいました。そうして、キリスト

教の復興を試みて、アメリカを建国精神に戻

す運動を展開しなさいとおっしゃいました。神

様は私を、医師と消防士の役割をしなさいと

アメリカに送られたのです。アメリカに行って、

一大霊的覚醒運動を起こすために送られた

のです。」 

「私には、神様がアメリカを愛していらっし

ゃることが分かります。しかし、アメリカの偉大

さは、豊富な資源にあるのではなく、豊かな

繁栄にあるのではありません。アメリカの偉大

性は、正にアメリカの建国精神にあります。」 

 

● アメリカで最初の冬、大胆なメイフラワー

の生存者は最初の人数の半分になっていまし

た。来る日も来る日も、その冬は愛する者との

心を引き裂くような別れの日々でした。これ

らの勇敢な開拓者が次々に死んでいきまし

た。…彼らは決して神への信頼を失わず未来

の展望を失わなかったのです。アメリカに来る

ことの目的は神を中心とした国をつくり、神

が住むことのできる、そして本当に親交を分

かち合い神と共に親交を喜ぶことのできる天

地をつくり上げることにあったのでした。これ

はすべて神の摂理の中にあることでした。な

ぜなら神は最終的な永遠の世界救済のため、

神の闘士として仕える一国を必要とされてい

るからです。 

 

 

 


